計画7-2 プロテインキナーゼCの脳内分布と神経内局在に関する研究(III 共同利用研究 2.研究成果) by 斎藤, 尚亮 et al.
Title計画7-2 プロテインキナーゼCの脳内分布と神経内局在に関する研究(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)斎藤, 尚亮; 辻野, 健; 富永, 正吾; 田中, 千賀子








































右膝尚亮 ･辻野 健 ･富永正吾 ･田中千賀子
(神戸大 ･医 ･薬理)
プロテインキナーゼC(PKC)は中枢神経系に
出田に存在する蛋白質燐酸化酵素であり,生体情
報の伝達機構の中で重要な役割を果たしていると
考えられている｡本酵素は,少なくとも畠種頬の
サブタイプからなる酵素群であり,各サブタイプ
は的辺上非常に類似している｡しかし.各サブタ
イプの活性化様式 組級分布,細胞内局在は異なっ
ていることから,PKC各サブタイプは独白の神
経情報伝達に関与する可能性がある｡今回アカゲ
ザルの運動領野におけるα,βⅠ,βⅡ,γ各サ
ブタイプの分布を特異的な抗体を用いた免疫染色
により検討した結果,各サブタイプは主に神経細
胞に発現しており,それぞれ異なった特徴的な分
布を示した｡α-PKCに対する免疫反応は第1
層の円形細胞と水平細胞,第2,3屑の多形細胞
と錐体細胞に,βⅠ-PKCに対する免疫反応は
第1層の円形細胞と第5層の錐体細胞 (4野では
Betz細胞を含む)に,βI-PKCに対する免疫
反応は,第2,3,5,6層の錐体細胞に,γ-P
KCに対する免疫反応は第2,3,6屑の錐体細
胞と第6層深部から白質の双極細胞にそれぞれ認
められた｡さらにα-PKCに対する免疫反応は
第6層深部から白質の星状腰細胞にも認められた.
また各サブタイプは細胞内局在も異なっていた｡
これらの結果からPKC各サブタイプはそれぞれ
異なった神経機能に,さらにa-PKCは血液脳
関門の機能に関与している可能性が示唆された｡
課 題 8
計画8-1:
頚部体重筋の比較解剖学的研究-とくに原独およ
び新世界猿について一
児玉公道 ･川井克司･岡本圭史
(金沢大 ･医)
ヒトの頚部側壁筋 (斜角筋系)は3つに分けら
れ,神経の分布様式から前斜角筋は胸壁の最内肋
間筋と,中斜角筋は神経束の腹側と背側から出る
2種燐の神経により支配されることから内及び外
肋間筋と,後斜角筋は外肋間筋から派生した肋上
筋とそれぞれ相同であると考えられる｡(1985
児玉)また前斜角筋と中斜角筋へ分布する腹側枝
はほぼ同じ所から出るので前斜角筋と中斜角筋の
腹側枝に支配された部分は密接な関係があると予
測される.以上の点を比較解剖学的視点から考察
するために,前斜角筋が有る新世界猿と無い原猿
について,それぞれ比較的大型種のクモザルとェ
リマキキツネザル各1頭の検索を行なった｡
クモザル:前斜角筋にはC5からC7節の枝が
神経束の腹側から出て筋の表面に分布する｡中斜
角筋には腹側枝がC4からC7,背側枝がC2か
らC8分節の枝が分布し,腹側枝の方が神経束の
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